












I はじめに

　幼児における聴覚のスクリーニング検査をいかに効率的におこなうかが,本

研究の最大の課題である。したがって研究の柱は,できるだけ簡便な方法を用

いて,数多くの対象児を正確にスクリーニングするための方法の確立と,一方に

おいては一次スクリーニング検査から,アフターケアに至るまでの全システム

の開発であった。


